
川崎市政の１年を決める予算議会が始まりました
川崎市議会議員 ほりぞえ健

高津発

日本改革日本改革！！

ほりぞえ健ニュース
２００５年２月号 No.２１
民主党 ほりぞえ健事務所

（１）ほりぞえ健ニュース ２００５年２月号

●1963（昭和38）年２月６日、高津区に
生まれ、高津小学校出身。桐朋中学、
高校を経て東京工業大学を卒業。
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ム構築をはじめ、ITを活用したシステ
ムづくりに従事。

●2003年４月、川崎市議会議員に初当選。
●民主党神奈川県第18区総支部副幹事長
●経済産業省 システム監査技術者
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もかかわらず、公債費が９．２％増
えたため、全体としての義務的経費
割合が前年度から１．３ポイント増
えて５０．２％となっています。
投資的経費についても、補助事業は
３．２％増となりましたが、市単独
事業は１７．３パーセント減と大幅
な削減を余儀なくされています。
地方分権の推進が言われている中、
実際には地方自治体が独自性を発揮
できる範囲が縮小されていることが
この予算案をみても明らかであると
思います。
予算の中身をみますと、区役所の機
能強化に向けた取り組みの一つとし
て、あらたに「区役所費」が創設さ
れた点は重要です。地域の問題解決
の拠点として区役所を機能させるた
めにも、区の活動をきちんと評価・
分析できる仕組みがまず必要です。
本日発表されましたが、４月からは
宮前区長に民間からの人材が登用さ
れることも含め、区行政改革の推進
に大きな役割を担うことになると思
います。
また、昨年に引き続き、コスト削減
奨励制度や、人件費や公債費を各款
に配賦し款別にコストを把握できる
仕組みも、より強化されていると思

（事務局）
川崎市でも予算議会がはじまりまし
たね。
（堀添）
はい。この議会では、平成１７年度
予算の審議とともに、平成１９年度
までの３ヵ年で行う事業の大枠につ
いても議論することになる予定です。
また、あわせて第２次行財政改革プ
ランもかかわってきますので、市民
の立場にたった慎重な審議がいつも
以上に必要であると思います。
（事務局）
平成１７年度予算案の特徴はどうで
しょうか。
（堀添）
一般会計、特別会計、企業会計をあ
わせた額は前年度比１．９％の増と
なっていますが、その内容は今年度
同様、緊縮予算といえると思います。
一般会計の２．０％減は、職員数の
削減等による職員給与費の減や、用
地取得費の減が主な要因です。また、
特別会計の７％増は、国民健康保険
事業会計、介護保険事業会計、公債
管理会計の増が主な要因です。
こうした特徴は、予算を性質別に見
るとよりはっきりします。義務的経
費は人件費が２．３％削減されたに
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災害義援金ご支援のお願い 【【銀行振替銀行振替】】
三井住友銀行 溝ノ口支店
普通７０２１４１６
民主党神奈川第１８区総支部災害義援金係

新潟県中越地震や各地の台風による被災者の救援、
被災地の復旧支援を目的に、災害義援金募金活動
を行っています。

会 計 名 平成１７年度予算案 平成１６年度予算 対前年比

一 般 会 計 ５，１０５億９，６８７万円 ５，２０９億５，７６９万円 △２．０％

特別会計（１４会計） ５，１３８億３，９５０万円 ４，８００億 ６６１万円 ７．０％

企業会計（６会計） ２，００６億３，９７１万円 ２，００８億２，２４５万円 △０．１％

合 計 １兆２，２５０億７，６０９万円 １兆２，０１７億８，６７７万円 １．９％

います。
（事務局）
ありがとうございました。
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２月定例議会における主な議題２月定例議会における主な議題
会期予定：平成１７年２月１７日～３月１８日（３０日間）

条 例：「川崎市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」他、計２１件。
事 件：「川崎市公文書公開審査会委員の選任」他、計１５件。
和 解：訴訟上の和解等、計４件。
予 算：「平成１７年度川崎市一般会計予算」他、計２１件。
補正予算：「平成１６年度川崎市一般会計補正予算」他、計９件。
報 告：「地方自治法第１８０条の規定による市長の専決処分の報告について」の１件。

議案・報告の概要について

「川崎市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の制定について」

主な議案の概要について

地方公務員法の改正に伴い、職員の任免状況、給与・勤務時間等の勤務条件状況、職員研修及び勤務
成績の評定状況、等人事行政の運営等の状況に関し定めるもの。施行予定期日は平成１７年４月１日。

「川崎市文化振興条例の制定について」

文化芸術の振興に関する基本理念を定め、市、市民、企業の役割を明らかにするとともに、文化芸術
振興施策の基本となる事項を定めるもの。本市条例の特徴としては、市長の諮問機関として「川崎市
文化芸術振興会議」を設置し、振興計画に基づく事業の成果や経過について文化アセスメントを実施
する点。施行予定期日は平成１７年４月１日。

「川崎市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」

市立多摩病院を新設し、指定管理者による管理を行わせるため、必要な規定を定めるもの。

「川崎市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について」

国民健康保険料の上限額を５２万円から５３万円に引き上げることにより、総額としての保険料を据
え置きつつ所得累進性を高めるもの。これにより保険料収納率の向上（事務レベルの試算では約２億
円）が見込まれる。施行予定日は平成１７年４月１日。

「川崎市自転車等の附置等に関する条例の制定」

商業施設等、自転車等の大量の駐車需要を生じさせる施設に、自転車等駐車場の附置等に関し定める
もの。施行予定日は平成１７年４月１日。
対象となる施設：小売店舗、レンタルショップ、飲食店、銀行等金融機関、遊技場、専修学校等、ス

ポーツ施設、カラオケボックス、病院、映画館、美術館、郵便局、官公署等。各々一定面積以下
の施設は除外。施設種別により施設面積１５～２５平方メートルごとに１台分。

施設の用途 対象となる規模 駐車所規模

小売店舗、物品（映画、音楽等の複製物に限る。） 施設面積が４００㎡超 １台／施設２０㎡
を賃貸する事業所および飲食店

銀行その他の金融機関 施設面積が５００㎡超 １台／施設２５㎡

遊技場 施設面積が３００㎡超 １台／施設１５㎡

専修学校、各種学校その他技芸の教授を目的とする 施設面積が３００㎡超 １台／施設１５㎡
施設

スポーツ施設 施設面積が５００㎡超 １台／施設２５㎡

カラオケボックスその他これに類する施設 施設面積が４００㎡超 １台／施設２０㎡

病院、映画館、美術館その他これらに類する施設 施設面積が４００㎡超 １台／施設２０㎡

郵便局その他の官公署、図書館、公民館その他これ 施設面積が３００㎡超 １台／施設１５㎡
らに類する施設
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平成１７年度予算（案）の重点施策
【安全・安心な地域生活環境の整備】

防災・危機管理対策の推進 耐震対策等橋りょう整備事業 ９０９百万円
メディカルコントロール活動の推進 ３５百万円 救急救命士の養成 １４百万円
総合的機器管理体制の整備 １５百万円 地域防災力の向上 １３４百万円
高津消防署改築事業 ２６３百万円 中原消防署改築事業 ３５百万円
大師河原水防センターの整備 ２百万円 建築物の安全確保 ２０５百万円

地域防犯・安全対策の推進
地域の防犯対策の推進 ３３１百万円 路上喫煙防止対策の推進 ３百万円

交通バリアフリーの推進・あんしん歩行エリアの整備
交通バリアフリー法重点整備地区整備事業 ５百万円 あんしん歩行エリアの整備 １２５百万円

総合的自転車対策の推進 放置自転車対策事業 １，５２７百万円

【高齢者社会を支え合う地域福祉社会づくり】
高齢者の多様な居住環境整備

特別養護老人ホームの整備 ６９７百万円 地域密着型サービス施設の整備 ６２８百万円
ケアハウスの整備 １５７百万円 介護老人保健施設の整備 ３００百万円
鷺沼地区介護予防・高齢者多機能型施設基本計画の策定 ２百万円

介護要望対策の充実 効率的な介護予防のしくみづくり ２２６百万円
シニア能力の活用 シニア能力地域活用システム構想の推進 ３百万円

【総合的な子ども支援】
保育環境の整備 多様な保育の充実 ９，５２１百万円
地域子育て環境の整備 地域子育て支援体制の確立 １９９百万円
教育改革の推進 仮称「川崎市教育改革推進会議」の設置 ６百万円

学校２学期制試行事業 １百万円 「読書のまち・かわさき」事業 １７百万円
少人数指導等推進事業 １５百万円 小学校・中学校の整備 ７，００６百万円
義務教育施設防災関連対策の推進 １，２２３百万円 学校適正配置推進事業 ７百万円
学校評価システム事業 ２百万円 学校施設有効活用の推進 ８３百万円

【環境配慮・循環型の地域社会づくり】
ごみ減量化と分別・リサイクルの推進 生ごみ等リサイクル推進事業 １１百万円
地域環境配慮型の取組推進

建築物環境配慮制度の推進 ４百万円 新エネルギー推進事業 １１百万円
環境分野における国際貢献 国連環境計画（UNEP）連携強調事業 １６百万円
環境調和型まちづくり（エコタウン）構想の推進 環境調和型産業の振興 ２９百万円
環境科学総合研究所の整備 仮称環境科学総合研究所整備事業 ５百万円

【憩いとうるおいの環境づくり】
緑の基本計画（かわさき緑の３０プラン）の改定 緑の基本計画の改定 ８百万円
緑の保全と育成 都市農地の保全と活用 ３２百万円

緑地の保全 １，３７７百万円 保全緑地の管理 １０８百万円
魅力ある公園緑地の整備 富士見公園の環境整備 １５百万円

等々力緑地の整備 １０４百万円 生田緑地の整備 １，５７９百万円
緑化推進重点地区の整備と緑の景観づくりの推進

緑化推進重点地区の整備 １９百万円 緑の景観づくり推進事業 ７５百万円
協働による憩いとうるおいの環境整備

リフレッシュパーク整備事業 ６５百万円 市民との協働による身近な緑の育成 ３８百万円

【川崎の活力を生み出す産業イノベーション】
国際的視点に基づく産業振興

戦略的な産業立地の誘導 ８百万円 アジア企業家村構想の推進 ３４百万円
川崎の特徴を活かした産業再生

科学技術基盤強化事業 １８百万円 臨海部産学公民連携推進事業 ４百万円
起業・創業の環境整備 ベンチャー支援・創業支援事業 １１１百万円
環境・福祉・生活文化産業の振興

市民生活を支援する新たな産業の育成 １４百万円 コミュニティビジネスの振興 ７百万円

【川崎臨海部の再生と都市拠点・ネットワークの整備】
臨海部の都市再生の推進 都市再生総合整備事業 ７百万円

羽田空港再拡張・国際化関連事業 ７０百万円 羽田空港再拡張事業貸付金 ９１７百万円
都市拠点・ネットワークの整備 新川崎地区整備調査事業 １７３百万円

川崎駅周辺総合整備計画策定事業 １６百万円 川崎駅西口地区住宅市街地総合整備 ４，６９９百万円
小杉駅周辺地区整備の推進 ３，９２１百万円 登戸地区の整備 ３，７４２百万円

【川崎の魅力を育て・発信する取組】
音楽のまち・かわさきの推進

音楽のまちづくり推進事業 １３５百万円 ミューザ川崎シンフォニーホール運営１，０１６百万円
文化芸術の振興 アートセンターの整備 ３７百万円
観光・集客施策の推進 観光・集客産業の育成 ９百万円
シティセールスの推進 シティセールス推進事業 ３０百万円
ホームタウンスポーツの振興 川崎フロンターレ支援事業 ２３百万円
多摩川の魅力を育てる取組 多摩川にかかる全体計画の策定 ６百万円

多摩川エコミュージアムプランの推進 ８百万円 多摩川緑地等の整備・維持管理 １１３百万円
多摩川景観調査事業 ３百万円 多摩川を活用したスポーツ大会の開催 １６百万円



第１８回第１８回 「川崎市政に参加する会」のご案内「川崎市政に参加する会」のご案内

私たちの住む川崎市を「安心して暮らせるまち」に
していくためには、私たちの手でもっともっと変えて
いかなければならないと思います。

一人一人の主権者の皆様とともに、新しい川崎市の
あり方について、勉強し、議論し、実行していく場と
して、「川崎市政に参加する会」を開いています。

毎月、その時々にあったテーマを設定し、開催して
おりますので、皆様のご参加を心よりお待ち申し上げ

ます。

第１８回 ２月27日 午後２時～ てくのかわさき

「平成１７年度予算にみる川崎市」

第１９回 ４月２日 午後１時半～ てくのかわさき

「川崎市の外国人市民施策～多文化共生」
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っ
た
事
件
も
相
次

ぎ
、
加
害
者
に
対
し
怒
り
を
募
ら
せ
て
い
る
人
も

多
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
死
刑
で
遺
族

の
心
は
本
当
に
癒
さ
れ
る
の
か
。
凶
悪
犯
罪
の
防

止
に
本
当
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
。
私
た
ち
は
、

自
分
た
ち
が
選
ん
だ
議
会
、
政
府
を
通
じ
て
、
人

の
命
を
奪
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
制
度
に

つ
い
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
い
ろ

い
ろ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
／
そ
の
一
つ
、

死
刑
を
執
行
す
る
刑
務
官
の
思
い
を
、
恥
ず
か
し

な
が
ら
先
日
初
め
て
知
っ
た
。
『
死
刑
執
行
人
の

苦
悩
』
（
大
塚
公
子
著

角
川
文
庫
）
は
、
元
刑

務
官
の
人
々
の
重
い
口
か
ら
、
死
刑
が
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
文
字
で
も
、

そ
の
模
様
は
肌
が
あ
わ
立
つ
ほ
ど
で
あ
る
。
何
年

か
「
生
活
」
を
共
に
し
、
心
が
通
じ
合
っ
た
死
刑

囚
の
命
を
、
個
人
的
に
は
何
の
恨
み
も
な
い
刑
務

官
が
、
自
ら
の
手
で
断
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

様
々
な
学
び
の
機
会
を
通
じ
て
心
か
ら
反
省
し
、

人
格
的
な
高
み
に
達
す
る
死
刑
囚
も
多
い
と
い
う
。

あ
る
い
は
、
必
死
に
免
罪
を
訴
え
る
人
を
処
刑
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
戦
後
、
死
刑

囚
で
再
審
無
罪
と
さ
れ
た
人
は
四
名
に
な
る
が
、

捜
査
や
裁
判
も
人
間
が
す
る
こ
と
で
あ
り
、
間
違

い
が
絶
対
無
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
刑
務
官

は
当
然
公
務
員
で
あ
り
、
究
極
的
に
は
私
た
ち
国

民
が
、
執
行
を
強
制
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
彼

ら
の
重
荷
を
他
人
事
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

／
他
に
も
無
数
の
論
点
が
あ
る
が
、
被
害
者
の
人

権
や
無
念
さ
に
関
し
て
は
、
西
鉄
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク

事
件
で
重
傷
を
負
っ
た
山
口
由
美
子
さ
ん
が
ア
ム

ネ
ス
テ
ィ
に
寄
せ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
心
を
打
た

れ
た
。
地
域
に
お
け
る
「
犯
罪
防
止
」
を
考
え
る

上
で
も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
視
点
で
あ
り
、
機

会
を
つ
く
っ
て
紹
介
し
た
い
。

（
事
務
局
ゆ
）

このニュースはご自宅にも配送しております。毎月確実にご覧になりたい方は、
ほりぞえ健事務所までお気軽にご連絡ください。（電話８５５－１４７９）

２００５年２月号

日時：２００５年２月２７日（日）
午後２時から４時まで。

場所：てくのかわさき
溝の口駅徒歩５分

溝口１－６－１０ ０４４－８１２－１０９０

連載コラム連載コラム 川崎と高津の地名（川崎と高津の地名（No.No.５）５）参考：日本地名研究所編「川崎の町名」参考：日本地名研究所編「川崎の町名」

平成１６年１０月１日付の町丁別人口統計によると、
瀬田の人口は８３８人と、高津区の中で一番人口が少
ない字となっています。ちなみに一番人口が多いのは
下作延の１９，４０９人ですから、単純に人口数で比
較すると２０倍以上の差となります。

自動車を運転される方はご存知のとおり、国道２４
６号線と環状８号線との交差点は「瀬田の交差点」と
呼ばれていますが、世田谷区のこの一帯も字名は同じ
瀬田です。以前は多摩川が瀬田の南西を流れており、
世田谷区の瀬田、玉川と高津区の瀬田は地続きでした。
その後、多摩川の流れが変わり、瀬田村が２つに分断
され、高津区側の瀬田は飛地となりました。江戸末期
に編纂された「風土記稿」には、すでに高津区の瀬田
は川を隔てた飛地として記載されていますので、この

「瀬田」の由来
頃にはすでに多摩川で分断されていたようです。

飛地となった高津区側の瀬田は、対岸の瀬田本村の
人々からは「カワムコウ」と呼ばれ、地元の人々は、
「瀬田川原」と呼んでいたそうです。

明治２２年の市制・町村制で、東京府荏原郡玉川村
大字瀬田の飛地となり、明治４５年の府県境界変更で、
瀬田の飛地は神奈川県に編入され、高津村大字瀬田と
なりました。その後、高津町を経て昭和１２年に川崎
市に編入され、昭和４７年の区制により高津区瀬田と
なりました。

字名の由来は「狭戸」（せと）といわれており、こ
れは海峡などのように谷や岸、山などがせまっている
ところを意味します。瀬田のどこが「せと」にあたる
のかについては諸説があり、多摩川の川の瀬とも、多
摩川沿岸から世田谷台地にかけて入り込む谷、つまり
瀬田の本村の地形にちなむともいわれています。


